
品  種
地

　

区

前 月 在 庫 量 仕 入 れ 二
里 販 〓冗 旦

里 月 末 在 庫 量

7月 実 績 前 月 比 % 8月 実 績 前 月 比 % 8月 実績 前 月比 % 8月 実 績 前 月 比 %

異 形 棒 鋼

東  京 25,423

8,310

6.368

96 0

97 1

880

930 647 2 5

7 2

2 9

24,752

6,893

7,157

大  阪

愛  知

22,637

4,313

828

191 6 3 524

計 101 94 9 92 4 225 1 7 9

形

山  形  鋼

東  京

大  阪

愛  知

22,961

18,638

10,420

947

97 9

92 5

ll1 0

78 2

125 0

9,704

10,262

5,939

5.6

7,003

6,181

9 7

2 6

15,379

10,662

計 95.4 21,941 100 7 25, 924

溝  形  鋼

京

一
阪

東

一
大

14,221

13,335

6 134

964

93 2

90 5

457

909

410

104 9

809

108 3

926

353

103

109

95

7

5

5

13,752

10,891

5 920

9

8

9愛  知 3

計 94_0 13,776 97 5 16. 8 90 7

H 形  鋼

東  京

大  阪

愛  知

28,364

42,816

17.940

93 1

94 1

995

928

801

940

100 3

95 1

060

668

4 5

3 1

9 7

26,299

34,076

17,175

927

79 6

95798 6 11,566

計 947 724 97 2 61 l 77 87 0

合  計 174,829 947 85,441 98 1 102 107 6 89 3

ム

6 2

4

1

9

3

8

2

3

57 6 7 166

502

718

l l

3

102 5

l17 4

1 3 72 3

計 21, 773 98 0 7, 95 0 7, 830 1028

軽 量 C形 銅

3,642

2,498

1,934

93.1

938

92 8

382

528

098

98

102

102.

2

4

9

560

576

132

95 0

95 1

92 9

3,464

2,450

1.900

95

計 8, 93 2 5,008 100 5 5, 94 6 7 96 8

総 計 244,777 95 0 95 2 206 98 7 170 92 0

全 鉄 連 流 通 動 態 調 査 結 果 表 平 成 22年 8月 分

9 全 国鉄 鋼 販 売 業 連 合 会

(注 )① 単位 トン  ②調査対象企業 東 京 38、 大 阪 24 、 分 知 15、 合 計  77朴

※ この資料 は経済産業省 、鉄 流懇 関係者 、報道機 関のほか、調査対象会社 お よび全鉄連傘下各地 区団体 の代表者 ・事務局長

のみに配付 してお ります。

〔調査内容変更 につ いて〕

昭和 48年 4月 よ り開始 された本調査 は、平成 12年 4月 実績 発表 まで 27年 間同一 フ ォー ム内容 で実施 され 、鋼 材二次

流通 の実態 を表す資料 とされ ていた。 しか し、 この間 に調 査品 目の中 には流通性 がな くな った品種 、 また、未調査品 目なが

ら市場性 が高 い品種 な ど鋼材市場 において さまざまな品種 の盛衰 があ った。 そ こで全鉄 連常任理事 会 において、本調査 の見

直 しが提議 された。そ して、平成 12年 5月 分実績 よ り従来 の流通動態調査 を改訂 し上記 の とお り発表 す る こととな った。

その変更 内容 は①調査対象品種 に、 コラム を追加②調査対象 品種 よ リプ レー ン、不等辺 山形銅 、 1形 鋼 、デ ッキ・ キー ス

トンを除外 す る③ 契約残調査 を取 り止 める、以上 3点 である。 また、本調査 を「特約店 流通動態調 査」 と称 していたが 、 こ

れ を 「仝鉄連 流通動態調査 」 と呼称変更 した。 これ は調査機関 であ る当会 が全 国鉄鋼 販売業連 合会 に名称変更 した ことによ

る。 また、 13年 5月 実績 を もって調査対 象品種変更後 1年 が経過 した。 この間、暫定 的 な数値 を もって時系列表及 び グラ
フを作成 して いたが、それ を改 め月表 の数値 と一致 す るよ うに改訂 した。
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